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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績の動向等を踏まえ，平成 16年 12月 17日の決算発表時に公表した業績
予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１ 17年 10月期 個別中間業績予想数値の修正（平成 16年 11月 1日～平成 17年 4月 30
日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) ９，３００ ８５０ ３５０ 
今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) ８，０１５ ２７５ ６０ 
増   減   額 (Ｂ－Ａ) △１，２８５ △５７５ △２９０ 
増    減    率（％） △１３．８％ △６７．６％ △８２．９％ 
前期（平成 16年 4月中間期）実績 ２８，０６６ ４，６７６ ２，７５５ 

 
２ 17年 10月期 連結中間業績予想数値の修正（平成 16年 11月 1日～平成 17年 4月 30
日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) １７，３００ １，５００ ８００ 
今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) １５，９４４ ６７０ ２４０ 
増   減   額 (Ｂ－Ａ) △１，３５６ △８３０ △５６０ 
増    減    率（％） △７．８％ △５５．３％ △７０．０％ 
前期（平成 16年 4月中間期）実績 ３０，０６６ ４，５４１ ２，６０９ 



  

３ 17年 10月期 個別通期業績予想数値の修正（平成 16年 11月 1日～平成 17年 10月 31
日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) １０，６００ １，１５０ ５００ 
今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) ９，２４０ ４８０ １６０ 
増   減   額 (Ｂ－Ａ) △１，３６０ △６７０ △３４０ 
増    減    率（％） △１２．８％ △５８．３％ △６８．０％ 
前期（平成 16年 10月期）実績 ３９，６５８ ４，４７０ ２，４８０ 
 
４ 17年 10月期 連結通期業績予想数値の修正（平成 16年 11月 1日～平成 17年 10月 31 
日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) ３４，１００ １，９００ １，０００ 
今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) ３１，４００ １，０５０ ４６０ 
増   減   額 (Ｂ－Ａ) △２，７００ △８５０ △５４０ 
増    減    率（％） △７．９％ △４４．７％ △５４．０％ 
前期（平成 16年 10月期）実績 ４４，４３１ ４，３３７ ２，３２１ 
 
５ 修正の理由 
当社は本年 3月 1日付けで会社分割を行い、中核事業であったインクリボン等の OA関
連商品の製造販売事業をゼネラルテクノロジー株式会社に、リサイクルトナーなどの商品

の販売事業をゼネラルサプライ株式会社に承継いたしました。したがいまして、本年 4月
以降の個別数値には、持株会社としての業績数値を計上することになります。 

 
（個別業績） 
売上高につきましては、価格競争の激化などにより海外向けを中心に OA関連商品の売
上が予想を下回ったことにより、前回発表の予想に対し中間期において 1,285百万円減の
8,015百万円、通期において 1,360百万円減の 9,240百万円に修正いたしました。 
経常利益、当期純利益につきましては、新製品の立上げに係る一時的な経費が増加した

ことに加え、上述のとおり OA関連商品の売上が予想を下回ったこと、また前期に販売し
た分譲マンションの販売完了が遅れたことなどにより、中間期において経常利益は 575百
万円減の 275百万円、当期純利益は 290百万円減の 60百万円に修正いたしました。通期業
績につきましては、かかる中間期業績予想を反映し、経常利益は 670百万円減の 480百万
円、当期純利益は 340百万円減の 160百万円に修正いたしました。 

 
 



  

（連結業績） 
売上高につきましては、OA関連事業および文具関連事業などにおいて競争が激化したこ
とにより売上が予想を下回り、前回発表の予想に対し中間期において 1,356百万円減の
15,944百万円、通期 2,700百万円減の 31,400百万円に修正いたしました。 
経常利益、当期純利益につきましては、OA関連事業、文具関連事業およびその他事業に
おいて原油・材料価格の高騰やマーケットにおける競争激化などにより予想を下回ったた

め、中間期において経常利益は 830百万円減の 670百万円、当期純利益は 560百万円減の
240百万円に修正いたしました。通期業績につきましては中間期業績予想に加えて、新製品
の立上げに係るコストの増加を見込んだため、経常利益は 850百万円減の 1,050百万円、
当期純利益は 540百万円減の 460百万円に修正いたしました。 
 
 
業績予想に関する注意事項 
 この資料に記載されている売上高および利益の予想金額は、本資料の発表日現在におけ

る将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成されたものであり、実際の売上高および利

益は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以 上 
 
 


